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1. 研究背景と目的 

一般的な情報検索システムは，利用者からの

検索語の入力を受けて文書を検索する．このた

め，利用者が自らの検索要求を適切な検索語と

して表現できる必要がある．しかし，検索対象

の文書集合に含まれるような適切な検索語を利

用者が必ずしも想起できるとは限らない．また，

検索要求そのものが言語化しにくい場合もある． 
このような問題に対応するため，複数の選択

肢を比較しながら所望の項目を選択していき，

最終的に所望の情報に到達する探索的検索

（exploratory search）[1]の重要性が高まってい
る．探索的検索においては，単に類似文書のラ

ンキングを表示するのではなく，現在地から複

数の方向への分かれ道を提示するような表示に

より利用者を支援する必要があると考えられる． 
本研究では，関連する記事を効果的に提示し，

内容の理解や関係性の把握を支援するためのナ

ビゲーション手法として，包括的Webナビゲー
ションを提案する． 
 
2. 包括的 Webナビゲーションの提案 

探索的検索においては，従来の情報検索や情

報推薦で重視されてきたような，文書を特定す

る能力の高いキーワードだけでなく，周辺的な

文書や異質な文書をつなぐ性質を持つキーワー

ドを提示して，利用者を別の文書が存在する範

囲へ誘導することが重要と考えられる． 
提案手法におけるトピック間の遷移モデルを

図 1に示す．関連するトピック間ではキーワー
ドの一部が共有されると考え，キーワードの共

起関係を用いて複数の記事を局所的に関連付け 

図 1 提案手法におけるトピック間の遷移モデル 

 
ることにより，利用者がトピック間を渡り歩く

ことができるようにする． 
2.1 特定性と網羅性 

情報検索システムを評価する際の尺度として，

検索結果がどれだけ所望の情報をカバーしてい

るかを示す網羅性(exhaustivity) と，どれだけ所
望の情報に絞った内容を含むかを示す特定性

(specificity) という尺度が知られている[2]．従来
の検索では，特定性と網羅性を兼ね備えた語に

大きな重みを与える指標が用いられてきた．し

かし，同じ語であっても文脈によって高い特定

性を示したり，高い網羅性を示したりすると考

えられる． 
本研究では，周辺的な文書や異なる文脈に属

する文書をつなぐようなキーワードを「網羅性

を示すキーワード」と呼び，文書を特定する能

力の高いキーワードを「特定性を示すキーワー

ド」と呼ぶ． 
2.2 社会ネットワーク分析 

本研究では，探索的検索におけるナビゲーシ

ョンに求められる性質を，社会ネットワーク分

析[3]の指標であるネットワークのスモールワ
ールド性，および各ノードの次数中心性，媒介

中心性を用いて定義し，評価する． 
スモールワールド性とは，短い距離で多くの

ノードに到達できる性質である[4]．探索的検索
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においては，ナビゲーション経路のネットワー

クがスモールワールド性を有するようにリンク

を生成すれば，利用者を短い距離で多数の情報

へ到達させることができ，多様な情報へのアク

セス性が確保できると考えられる． 
また，網羅性を示すキーワードを，共起語の

ネットワークにおける，次数中心性が低い割に

媒介中心性の高いノードとみなすことで，提案

手法により抽出されたキーワードの網羅性を評

価する． 
 
3. 提案手法の概要 

提案手法では，トピックを特徴づけるキーワ

ードを利用者が選択することで関連記事が選ば

れ，記事に関連するキーワード集合が再提示さ

れる．利用者が興味を持ったキーワードを次々

に選択していくことにより，情報空間を探索的

に移動することができるようにする． 
本手法では，文章を分かち書きするのに有効

とされる反復度[5]を拡張し，抽出されたキーワ
ードの反復度を閾値として「網羅性を示すキー

ワード」と「特定性を示すキーワード」とに分

類する．ある記事と別の記事との間で共起する

キーワードについて，特定性を示すキーワード

に高いスコアを，網羅性を示すキーワードに低

いスコアを与える．ある記事に出現するキーワ

ードが出現する別の記事について，そのキーワ

ードのスコアを用いて関連度を求める．関連度

の高い上位数件の記事を関連記事として提示す

る．提案手法により生成された記事のネットワ

ークの例を図 2に示す． 
 

4. 評価実験 

提案手法の有効性を確認するため，新聞記事

データ，インターネット上に開設されている質

問回答サイトのデータを対象に，特徴語と記事

をノードとするネットワークを生成した．社会

ネットワーク分析を用いて，ノード間の平均距

離，平均クラスタ係数の変化を調べ，提案手法

が生成するネットワークがスモールワールド性

を示すことを確認した． 
また，語の共起をリンクとするネットワーク

を生成し，各語の次数中心性と媒介中心性を求

め（図 3），提案手法により抽出した特徴語が，
包括的 Web ナビゲーションに適した性質を示
すことを明らかにした[6]． 
あわせて被験者実験を行ない，提案手法によ

るナビゲーションが探索的検索の支援において

一定の効果を持つことを示した． 
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図 2 関連付けによる記事のネットワーク 
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図 3「朝日新聞」における次数中心性・媒介中心性 


